
１．はじめに
2000年以降，少子化の影響を受けて大学全入時代を

迎えた。このような背景の中，2018年には全国の看護
系大学は276大学となった。毎年の入学生には，「看護

職」としての自己の将来像や，「看護師になる」という目
的意識をもつ者が多い 1）。しかし，「看護師になる」とい
う目的は明確化されていたとしても，学習習慣の身につ
いていない学生や，大学教育への適応に課題を抱える学
生が入学していることも否めない。中央教育審議会は
「学士課程教育の構築に向けて」2）において，初年次教育
の必要性を提言した。そしてその位置づけを「高等学校
から他大学からの円滑な移行を図り，学習および人格的
な成長に向け，大学での学問的・社会的な諸経験を成功
させるべく，主に新入生を対象に総合的に作られた教育
プログラム」あるいは「初年次学生が大学生になること
を支援するプログラム」とした。
看護系の教育課程を有する大学は，我が国の大学の3
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本研究により，学生の多様化するニーズに応じた初年次教育の取り組みへの示唆が得られた。
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育の内容や方法が明らかとなるだろう。

２．研究目的
本研究の目的は，看護系大学の初年次教育の取り組み
について，背景や現状，効果があった内容とその成果，
および，今後の課題や展望を記述することである。

３．研究方法
３．１　研究デザイン
本研究の研究デザインは，探索的，質的記述的デザイ
ンである。

３．２　研究参加者
研究参加者は，看護系大学で実施した初年次教育の取
り組みに関するインタビュー調査協力の依頼に応じた初
年次教育担当教員である。

３．３　研究参加依頼の手順
2017年度実施した調査 5）の報告書を全国の看護系大

学271校に送付した際に，本研究参加の説明文および意
向確認書を同封し，研究参加の意思がある場合には，郵
送での返信を依頼した。
返送があった各初年次教育担当者と直接コンタクトを
取り，研究参加の意思を確認した。研究者が，当該研究
参加者の指定する場所に赴き，文書および口頭で研究の
趣旨および目的等を説明し，署名により研究参加の同意
を得た。

３．４　データ収集方法
データ収集期間は，2018年12月から2019年3月であ
った。
データ収集は，半構造化面接法を用いた。本研究では，
実際に初年次教育を実践している教員の認識や，初年次
教育における教育的洞察を描き出すことを意図している。
半構造化面接法では，大まかな方向性を定めたインタビ
ューガイドに従って質問し対話や語りの流れに合わせて
質問を変化させ，柔軟に意見を聞き取ることことができ
るので，本研究の主旨に合致している。
インタビューガイドは，先行研究や先行する取り組み，

2017年度実施の量的調査 5）の結果だけでは明らかにな
っていない，初年次教育を実施する際の各大学の工夫や
大事にしていることや課題についてその前後の文脈も含
めて描き出すために，研究者間で討議して以下のように
決定した。研究目的に沿った3つのパート，すなわち，
初年次教育の背景や現状，効果があった内容とその成果，
および今後の課題や展望を記述するために下記の質問項
目を挙げた。面接時には研究参加者の自由な語りを妨げ
ないように語られる内容に沿って語りが深まるように質

校に1校あるという現状を鑑みると，看護系大学におい
て初年次教育の充実を図り，効果的な方策を探究してい
くことは，当該学部・学科のみならず，当該大学，延い
ては高等教育における初年次教育の在り方について示唆
を与える可能性もある。
看護系大学の初年次教育の授業形式は，ゼミナール型

69.9％，スキル・方法論型10.9％，基礎・概論型8.7％，
情報リテラシー型6.5％に分けられるという調査結果が
ある 3）。また初年次教育において教員が重要視している
ことは，5段階評価の平均値で「学習スキル」4.28点，「情
報支援活用スキル」3.65点，「スチューデント・ソーシ
ャルスキル」3.65点，「教科補習」3.33点の順であった
という報告がある 4）。しかしながら，全国の看護系大学
を対象とした効果的な初年次教育の取り組みの実態を明
らかにした研究は見当たらなかった。初年次教育は，志
の高い学生の志気向上にはなっても，それが多くの課題
を抱える学生への効果的な方策になっているという十分
な示唆は得られていない。また，これまで初年次教育の
授業形式，教員が重要視していることの実態を明らかに
した研究はあるが，全国の看護系大学を対象とした効果
のあった取り組みの実態を明らかにした研究は見出せな
かった。
本研究に先立ち，2017年度は独自の質問紙による全

国看護系大学の初年次教育の実施の有無や焦点化を要す
る課題を抽出する実態調査を行なった 5）。その結果，
86.3％の看護系大学が初年次教育を行っており，初年次
教育の内容は多い順に「課題に対するレポート」，「グル
ープ学習」，「図書館の使い方」であったこと，また，
45.7％の大学が，「自学部の教育についていける水準に
まで学生の学力を引き上げることができなくても，すべ
ての新入生の面倒をみる」ということを基本的スタンス
で実施していることを明らかにした。この結果をさらに
深め，学生の課題に即した初年次教育の方向性や在り方
を示し，学士力を高め，高い土台に看護学教育を積み上
げるための課題を抽出し，具体的な方策につなげる必要
がある。
そこで本稿では，看護系大学において行われている初
年次教育について，近年の学生の特性を踏まえた大学教
育への円滑な移行や汎用性技能の修得にむけた取り組み，
すなわち具体的な取り組みの内容や方法，工夫した点に
はどのようなものがあり，また，どのような効果があっ
たのかという点について，授業内容やカリキュラム構築
に資することができるように書き表すことを試みる。
本研究により，看護系大学の初年次教育の効果的な方
策が明らかになることは，学士課程における看護学教育
の意義をより明確にすると考える。また，今回の結果に
ついて，先に示した量的研究 5）での知見とあわせ検討し
ていくことで，より現実に即した実効性の高い初年次教

市原真穂・冨樫千秋・吉野由美子・岩瀬靖子・池邉敏子

― 178 ―



示す）から，14カテゴリ（以下【　】で示す）が抽出され
た。また，インタビューガイドは，研究目的に沿って3
つのパート，すなわち，1）初年次教育の背景や現状，2）
効果があった内容とその成果，33）今後の課題や展望，
から構成したものであるので，3つのパートに分けてそ
れぞれのパートに含まれるカテゴリの内容を説明する。 

４．２　初年次教育の背景と現状（表1参照）
初年次教育の背景と現状は，6つのカテゴリから構成
されている。カテゴリには【大学への適応に支援を要す
る学生】【学生の環境適応に向けたケアの必要性】【大学
教育の質的転換への対応】【学生の主体的・能動的な態
度醸成を意図】【特別な配慮，個別的な支援を必要とす
る学生への支援体制づくり】【大学教育の意味に基づい
た学生の価値の醸成を意図した働きかけ】が含まれる。

４．２．１　カテゴリ1　【大学への適応に支援を要する
学生】
【大学への適応に支援を要する学生】は，4つのサブカ
テゴリから構成されている。サブカテゴリには《環境へ
の適応に支援が必要な学生》《基礎学力や学習スキルが
身についていない学生》《生活態度やソーシャルスキル
に課題を持つ学生の増加》《大学での学びに向けた意思
や動機付けに支援が必要な学生の増加》が含まれる。
《環境への適応に支援が必要な学生》は，「入学後に大
学の個性や雰囲気に驚く学生がいる」など，環境変化に
戸惑い環境適応に支援を要する学生の増加を示している。
《基礎学力や学習スキルが身についていない学生》は，
一般入試を経験せずに入学する学生の増加などを反映し，
基礎的な学力や学習スキルが不足する学生の増加を示し
ている。《生活態度やソーシャルスキルに課題を持つ学
生の増加》は，自立した生活習慣や，社会生活に必要な
生活スキルやコミュニケーションスキルが不足する学生
の増加を示す。《大学での学びに向けた意思や動機付け
に支援が必要な学生の増加》は，自らが望む大学に入学
できなかったという不本意入学どころか，親に勧められ
たなど，入学する気持ちや希望，期待すらもない「無本
意入学が増えた」など，勉学への意欲や，将来の職業へ
のイメージがないまま入学する学生が増加していること
を示す。

４．２．２　カテゴリ2　【学生の環境適応に向けたケア
の必要性】
【学生の環境適応に向けたケアの必要性】は，3つのサ
ブカテゴリから構成されている。サブカテゴリには《新
入生を歓迎する雰囲気作り》《学生の仲間づくりを意図
したプログラム》《学生が相談しやすい体制づくり》が含
まれる。

問内容を適宜変化，調整しながら面接を実施した。
1）初年次教育の背景や現状
・ 学科に入学する学生が抱える課題はどのようなものか。
・初年次教育をはじめたきっかけはどのようなものか。
2）効果があった内容とその成果
・ 初年次教育をどのように取り組んでいるか（目的，
目標，内容，従事者，実施時期，検討組織の有無等）。
・ 初年次教育で大事にされていることはどのようなこ
とか。
・ 初年次教育で工夫されていることはどのようなことか。
・ 初年次教育の効果をどのようなところで感じているか。
3）今後の課題や展望
・初年次教育の課題はどのようなことか。
上記に加え，研究参加者の属する学科の背景，研究参
加者のデモグラフィックデータを得た。

３．５　データ分析方法
インタビューは了承を得て録音し，逐語録を作成した。
逐語録を繰り返し読み，初年次教育の取り組みの背景を
充分に理解した上で，逐語録から意味のある文節を取り
出し簡潔な表現に置き換えコードとした。その際には，
研究参加者自身の表現を可能な限り用いた。コードの共
通性，相違性を検討し，類似するコードを集め抽象度を
高めた。研究参加者ごとに抽象度を高めたのちに，全体
を統合した。
データ分析は，研究チームで討議しながら行いデータの
信用性，信憑性，確証性，および転用可能性を確保した。

３．６　倫理的配慮　
研究参加者には，研究の趣旨，プライバシーの保護の
匿名性の確保，研究協力中断の保証，データの管理方法
について文書を用い口頭で説明し，同意書への署名を得た。
なお，本研究は研究代表者が所属する施設の研究倫理
審査委員会の承認を経て実施した。（番号　 No.30－5　
2018年10月5日承認）

４．結果
４．１　対象の概要
研究に参加した初年次教育担当教員は6大学6名であ

った。設置主体の内訳は，公立大学2校，私立大学4校
であった。単科大学3校，複数の学部で構成されている
大学が3校であった。研究参加者は全員が管理的立場で
あった。
全ての大学で，新入生の入学直後の時期に初年次教育
を開講していた。そのうち，2校は正規の必修科目とし
ての位置づけであった。
初年次教育担当教員の語りから，763コード（以下

「　」で示す）が得られ，50サブカテゴリ（以下《　》で
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表１．初年次教育の背景と現状
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による学生一人ひとりに自分の役割を意識させる教育》
は，学生の主体的，能動的学習態度を確立し，大学での
学びを効果的に進めるための工夫を示す。《学生の失敗
をも学習の機会として捉える雰囲気づくり》および《ど
んな時でも学生が意見や考えを他者に表現できることを
大事にした働きかけ》は，学習経験の積み重ねが乏しく，
自分の考えを持つことを恐れたり，学習による達成感を
得た経験が少ない学生への支援の工夫を示す。
《多様な準備状況にある学生が一緒に受ける初年次教育
の意味づけを考える必要性》および《学習の成果の評価
を教員と共有することによる目標の明確化》は，効果的
な学習の仕組みや仕掛けを模索し工夫する教員の知恵や
工夫を示す。
《学生が学び方を学ぶための支援》および《社会人基礎
力の醸成》は，大学教育を通して，学士教育において学
生が習得すべき技能の獲得を促すための具体的な方略で
ある。

４．２．５　カテゴリ5 【特別な配慮，個別的な支援を
必要とする学生への支援体制づくり】
【特別な配慮，個別的な支援を必要とする学生への支援
体制づくり】は，1つのサブカテゴリから構成されてい
る。サブカテゴリには《初年次教育を通して把握した個
別的なフォローが必要な学生支援の仕組みづくり》が含
まれる。
《初年次教育を通して把握した個別的なフォローが必要
な学生支援の仕組みづくり》は，生活上の問題を抱えて
いたり，集合教育では効果が得られにくいような認知特
性をもつ学生を早期に支援体制に乗せ，適切な支援が届
くための取り組みを示す。

４．２．６　カテゴリ6 　【大学教育の意味に基づいた
学生の価値の醸成を意図した働きかけ】
【大学教育の意味に基づいた学生の価値の醸成を意図し
た働きかけ】は，3つのサブカテゴリから構成されている。
サブカテゴリには《社会の課題や専門教育への興味関心
を喚起》《正解のない問いに対する答えを考え続けてい
く必要性の伝達》《建学の理念の実現に向けた働きかけ》
が含まれる。
《社会の課題や専門教育への興味関心を喚起》は，社会
の課題の解決に向けた自らの取り組みを動機付けるとい
う初年次教育の方向付けを示す。《正解のない問いに対
する答えを考え続けていく必要性の伝達》は，社会の課
題解決は答えがあるものではなく，最適解を探し続けて
いく態度を身につけることを示す。また，《建学の理念
の実現に向けた働きかけ》は，各大学はそれぞれの方針
に基づいた教育カリキュラムにそった教育内容の構築や
方向性を示す。

このカテゴリは，学生が早期に環境適応するための取
り組みである。《新入生を歓迎する雰囲気作り》および
《学生の仲間づくりを意図したプログラム》は，学生が
新しい環境で早期に居場所を見つけるための取り組みで
ある。《学生が相談しやすい体制づくり》は，「学生にと
って相談できる窓口が増えることを意図して，クラス担
任とチューター制度を併用している」など，学生が問題
や課題を抱え込まずに早期に適切な支援につながるよう
に，学生にとって相談しやすい体制づくりを意図した取
り組みである。

４．２．３　カテゴリ3　【大学教育の質的転換への対応】
【大学教育の質的転換への対応】は，4つのサブカテゴリ
から構成されている。サブカテゴリには《大学教育およ
び大学改革における国の方針の反映》《初年次教育プログ
ラムの構築とカリキュラム上の位置付け》《初年次教育の
ビジョンと考え方の共有と仕組みづくり》《持続可能な初
年次教育への仕組みづくりとその困難》が含まれる。
《大学教育および大学改革における国の方針の反映》お
よび《初年次教育プログラムの構築とカリキュラム上の
位置付け》は，国の方針や学生の特性に応じて，初年次
教育の仕組みづくりのきっかけとその取り組みを示す。
《初年次教育のビジョンと考え方の共有と仕組みづくり》
および《持続可能な初年次教育への仕組みづくりとその
困難》は，初年次教育に向けた準備段階，および数年先
を見て継続的に取り組みを行なっていくための実践や工
夫を示す。

４．２．４　カテゴリ4　【学生の主体的・能動的な態度
醸成を意図】
【学生の主体的・能動的な態度醸成を意図】は，9つの
サブカテゴリから構成されている。サブカテゴリには
《学生の主体性に働きかける教育》《教員が学生を信じる
ことの重要性》《グループダイナミクスによる学生一人
ひとりに自分の役割を意識させる教育》《学生の失敗を
も学習の機会として捉える雰囲気づくり》《どんな時で
も学生が意見や考えを他者に表現できることを大事にし
た働きかけ》《多様な準備状況にある学生が一緒に受け
る初年次教育の意味づけを考える必要性》《学習の成果
の評価を教員と共有することによる目標の明確化》《学
生が学び方を学ぶための支援》《社会人基礎力の醸成》が
含まれる。
《学生の主体性に働きかける教育》は，様々な背景や特
性，準備状態の学生が主体的かつ能動的な学習姿勢を確
立するための働きかけやその工夫を示す。《教員が学生
を信じることの重要性》は，学生の背景や準備状況が
様々である中でも，学生を教育する際に教員が信念を持
ち続けることの重要性を示す。《グループダイナミクス
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されている。サブカテゴリには《学生への教育効果につ
いて教員の実感の深まり》《教員が捉えている学生実態
の教員間での共有により明らかになった学生の課題》《初
年次教育の経験による教員の教育力向上》が含まれる。
《学生への教育効果について教員の実感の深まり》は，
初年次教育に対する手応えなど，教員が抱く実際の感覚
を示す。
《教員が捉えている学生実態の教員間での共有により明
らかになった学生の課題》は，初年次教育がなされなけ
れば得られることのなかった学生に個別的な支援ニーズ
の共有の効果を示す。
《初年次教育の経験による教員の教育力向上》は，初年
次教育経験により，関わった教員自身が得た効果を示す。

４．３．４　カテゴリ4　【組織への効果】
【組織への効果】は，1つのサブカテゴリから構成され
ている。サブカテゴリには《外部資金の獲得》が含まれる。
《外部資金の獲得》は，継続的な取り組みにより，外部
への発信，外部からの評価を得たという効果である。

４．３．５　カテゴリ5　【初年次教育の仕組みへの波及
効果】
【初年次教育の仕組みへの波及効果】は，3つのサブカ
テゴリから構成されている。サブカテゴリには《学生フ
ォロー体制の強化》《学生の意見を取り入れながら変化
させるカリキュラム》《学生が教員を選べる自由の保障》
が含まれる。
《学生フォロー体制の強化》は，初年次教育教育の取り
組みにより明確になった学生の個別ニーズについて，フ
ォロー体制整備や強化の必要性が浮き彫りになったこと
を示す。
《学生の意見を取り入れながら変化させるカリキュラ
ム》は，学生の意見を取り入れることが，よりよい初年
次教育構築のために効果的であったことを示す。また，
《学生が教員を選べる自由の保障》は，初年次教育を効
果的にすすめるためにも，学生がどの教員にも質問や相
談できる自由の保障が重要であることを示す。

４．４　初年次教育の課題と展望（表3参照）
初年次教育の課題と展望は，3つのカテゴリから構成
されている。カテゴリには【入学前から卒業までの一貫
した学生支援の仕組みの確立の必要性】【より効果的な
教育方法の検討】【カリキュラムの質担保の困難】が含ま
れる。

４．４．１　カテゴリ1　【入学前から卒業までの一貫し
た学生支援の仕組みの確立の必要性】
【入学前から卒業までの一貫した学生支援の仕組みの確

４．３．初年次教育の効果（表2参照）
初年次教育の効果は，5つのカテゴリから構成されて
いる。カテゴリには【初年次教育の学生への効果】【学生
のキャリア形成への効果】【教員への波及効果】【組織へ
の効果】【初年次教育の仕組みへの波及効果】が含まれる。

４．３．１　カテゴリ1　【初年次教育の学生への効果】
【初年次教育の学生への効果】は，7つのサブカテゴリ
から構成されている。サブカテゴリには《自学の理念を
身につけた学生に成長》《堂々と学習成果をプレゼンテ
ーションできるまで，学生が変化》《意見や考えを他者
に表現》《学習環境を整えれば変化する学生》《チーム学
習/グループダイナミクスの経験で学生が自ら変化でき
ること理解》《学生が教員と出会う場》《学生が学生同士
や先輩とのつながりを得る》が含まれる。
《自学の理念を身につけた学生に成長》は，卒業後の学
生の活躍から教員が実感した効果を示す。このサブカテ
ゴリは，初年次教育を継続的に取り組んだ結果から得ら
れた長期的な成果である。
《堂々と学習成果をプレゼンテーションできるまで学生
が変化》《意見や考えを他者に表現》は，学生が大学にお
ける学習技能を習得し，技能を活用し応用できるまでに
習熟したという効果を示し，短期から中期的な効果であ
る。
《学習環境を整えれば変化する学生》および《チーム学
習/グループダイナミクスの経験で学生が自ら変化でき
ること理解》は，学生が主体的，能動的学習をみにつけ
るための効果的な仕掛けその効果を示す。
《学生が教員と出会う場》および《学生が学生同士や先
輩とのつながりを得る》は，人と人との繋がりの中で学
習環境を学生自身が整えられた，その背景を示すもので
ある。

４．３．２　カテゴリ2　【学生のキャリア形成への効果】
【学生のキャリア形成への効果】は，2つのサブカテゴ
リから構成されている。サブカテゴリには《教員との目
標共有により繋がる学生のキャリア形成支援》《保護者
に対する入学時から卒業時のイメージづくり》が含まれ
る。
《教員との目標共有により繋がる学生のキャリア形成支
援》は，学生が初年次教育教育をきっかけに，キャリア
について考え，学習への動機付けに繋がった効果を示す。
《保護者に対する入学時から卒業時のイメージづくり》
は，保護者が大学教育の教育内容とその効果を理解し，
学生のよき支援者となることの効果を示す。

４．３．３　カテゴリ3　【教員への波及効果】
【教員への波及効果】は，3つのサブカテゴリから構成
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の充実が挙げられ，そのための教育の質改善とその仕組
みの確立の必要性を示す。
《入学前教育からの連続性の担保とその困難》は，入学
試験を経ずに入学していく学生への教育効果を最大化す
るために，入学前から教育を開始する必要があるが，そ
の実施については困難を伴うことを示す。

立の必要性】は，2つのサブカテゴリから構成されてい
る。サブカテゴリには《効果的な初年次教育の企画，実
施，評価，改善の仕組みの確立の必要性》《入学前教育
からの連続性の担保とその困難》が含まれる。
《効果的な初年次教育の企画，実施，評価，改善の仕組
みの確立の必要性》は，今後の課題として，初年次教育

表２．初年次教育の効果

表３．初年次教育の課題と展望
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結果であると考えられる。
また，【大学教育の質的転換への対応】【大学教育の意
味に基づいた学生の価値の醸成を意図した働きかけ】が
示された。これらは，2017年「学士課程においてコア
となる看護実践能力」の修得を目指した学修目標 7）が策
定され，看護系大学が学士課程のにおける看護実践能力
の取得を目指して，初年次から学士課程の学生を育むこ
とを意識して教育に取り組んでいることを反映したと考
えられる。

５．２　初年次教育の効果
初年次教育の効果として【初年次教育の学生への効
果】【学生のキャリア形成への効果】が示された。これら
は初年次教育の成果として，議論の質を深める操作的ト
ランザクションの多い議論は，思考スキル，表現のスキ
ルといったスタディスキル習得に関係している 8）という
報告や，「前に踏み出す力」，「考え抜く力」，「チームで
働く力」といった社会人基礎力に影響した 9）という先行
研究結果を支持するものである。
また，【教員への波及効果】【組織への効果】【初年次教
育の仕組みへの波及効果】が示された。これらは先行研
究では明らかになってない。初年次教育が学生との相互
作用としてさまざま効果をもたらしていると考えられる。

５．３　初年次教育の課題と展望
初年次教育の課題と展望として【入学前から卒業まで
の一貫した学生支援の仕組みの確立の必要性】【より効
果的な教育方法の検討】【カリキュラムの質担保の困難】
が示された。小口 10）は「看護系の学生は看護職への動機
をはっきりしていることや国家試験というひとつの目標
もあり，一般大学に比較すると，初年次教育に関しては
出遅れている感がある。また始めていても試行錯誤の状
態である」と述べている。今回の研究で明らかになった
初年次教育の背景と現状からも多様な学生が入学してく
ることを踏まえると，今回明らかになった課題は看護系
大学が課題解決していくべき事項だと考える。

６．本研究の限界と転用可能性
本研究は，6大学の教員の経験や認識を質的記述的に
分類整理したものであるので，もとより一般化には限界
がある。しかし，研究参加者の経験や洞察から得られた
看護系大学の初年次教育に共通する特質が描きだれたも
のであることから転用可能性はあると考える。

７．結論
初年次教育の背景と現状として，6カテゴリ【大学へ
の適応に支援を要する学生】【学生の環境適応に向けた
ケアの必要性】【大学教育の質的転換への対応】【学生の

４．４．２　カテゴリ2　【より効果的な教育方法の検討】
【より効果的な教育方法の検討】は，7つのサブカテゴ
リから構成されている。サブカテゴリには《学生の学習
意欲の向上を意図した仕組みづくり》《初年次教育での
つまづきがその後の学習に悪影響》《予算の確保の重要
性》《学問領域の違いによる初年次教育の目標共有の困
難》《教員の教育能力の向上が必要》《初年次教育にかか
る教員の負担軽減の必要性》《初年次教育の評価の困難》
が含まれる。
《学生の学習意欲の向上を意図した仕組みづくり》は，
学習意欲そのものに困難を抱える学生が増加していると
いう現状に対応し，より効果的な方策や仕組みづくりの
課題を示す。《初年次教育でのつまづきがその後の学習
に悪影響》は，初年次教育でつまづきがあった学生への
支援の課題を示す。《予算の確保の重要性》は，初年次
教育の充実を図るためにも予算確保が重要となることを
示す。《学問領域の違いによる初年次教育の目標共有の
困難》は，複数学科共通で初年次教育を実施している場
合に生じる目標共通の困難を示す。《教員の教育能力の
向上が必要》は，多様な学生に対して教育的な効果を最
大化するためには，教員自身も自らの教育能力を図る必
要性があることを示す。《初年次教育にかかる教員の負
担軽減の必要性》は，初年次教育の充実を図ると，その
一方では教員の労力が増えていくことになるので，負担
の軽減が課題であることを示す。《初年次教育の評価の
困難》は，より効果的な初年次教育の構築のためにも，
評価が重要となるが，客観的な評価指標がないことから
評価が困難であることを示す。

４．４．３　カテゴリ3　【カリキュラムの質担保の困難】
【カリキュラムの質担保の困難】は，1つのサブカテゴ
リから構成されている。サブカテゴリには《カリキュラ
ムの質担保の困難》が含まれる。
《カリキュラムの質担保の困難》は，担当教員の変更に
よりカリキュラムの質の担保が難しくなる現状を示す。

５．考察
５．１　初年次教育の背景と現状
初年次教育の背景と現状として，【大学への適応に支
援を要する学生】【学生の環境適応に向けたケアの必要
性】【学生の主体的・能動的な態度醸成を意図】【特別な
配慮，個別的な支援を必要とする学生への支援体制づく
り】が示された。これらは，初年次教育は，18歳人口の
減少と学力低下問題に端を発するが，実際には学力低下
だけにとどまらない多様性をもった学生を目前にし，従
来どおりの大学教育では十分ではないことから始まって
いる 6）と言われているが，今回の結果は，多様性のある
学生が入学してくる看護系大学の現状を浮き彫りにした
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主体的・能動的な態度醸成を意図】【特別な配慮，個別
的な支援を必要とする学生への支援体制づくり】【大学
教育の意味に基づいた学生の価値の醸成を意図した働き
かけ】，初年次教育の効果として，5カテゴリ【初年次教
育の学生への効果】【学生のキャリア形成への効果】【教
員への波及効果】【組織への効果】【初年次教育の仕組み
への波及効果】，初年次教育の課題と展望は，3カテゴ
リ【入学前から卒業までの一貫した学生支援の仕組みの
確立の必要性】【より効果的な教育方法の検討】【カリキ
ュラムの質担保の困難】が示された。
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